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31.言力 jレチノイドの 1傍
山本宏，向井捻，尾埼玉彦
(塩谷癌院〉
腎カルチノイドの 1例を経験したので若干の文富士的考
察を加え報告する。症例辻73歳女性。号車下圏難を主訴と
して来院。食道警 X-P，内視鏡施行。食道噴門部癌の診
新;こて胃全癒術行なう。請出謀本では噴門部小轡{員.IJを中
心に 6x 7cmの腫覆を認め，その腫癌は病理組識の挨
索でカノレチノイドと事j明した。本症例ではカルチノイド
症侯群を呈したことはなかった。 
32.車競葉状嚢臆肉腫の 1倒
岩佐正人，山本義一(長生病院〉
症例  56歳女性。主訴は左乳房巨大腫癌。昭和44年左乳
房外側に小指頭大腫癌自覚するも放置， 51年より急速に
増大， 52年左上設に浮腫出現， 54年 6月，腫窪は成人頭
大に増大し，一部皮書を穿破して露出した。 54年 9月 7
日単純乳房切断衛施行，摘出題濯の大きさ 24x18x14 
cm，重さ 3.1kgであった。組織学的に良性の乳譲葉状
嚢胞内重であった。 
33.周期性曜註症として治察されていた腸逆毘転症を
倖なった揚罷摸嚢謹の 1傍
大竹喜誰，吉JI広和，斉藤弘司
渡辺義二 (幸手病院〉
罵期性堰吐症として治療をうけていた 3歳10カ月男子
で，虫垂炎の穿孔による況発性腹膜炎の診断で手衝を行
ない腸逆回転症を伴なった腸関膜嚢腫であった症針を経
験した。前後 3呂の手慌で腸間膜嚢腫と空腸を切除し側
々吻合を行ない，腸逆回転症に対しては，虫垂切誌を行
ない NonRotationの位置にもどして盲腸を左側腹壁
に冨定した。経口摂取できなかった約 50日開法 EDと 
IVHによ予栄養管理を行ない， 第75病日に退院した。 
34. +ニ詣腸憩室症例の胆道系スクリーニング
尾崎正彦，向井稔，山本宏
(主主谷病院〉
胆石症における十二指揚憩室合併率は， 58例中16例， 
27.6%で、あった。集団検診による十二指腸憩室頻度は男 
0.4%女1.0%全体で0.9%と低値で、あった。十二指腸憩室
症例37例について胆のう超音読検査を施行し11例29.7%
に結石を認めた。また症鰐数は少いが男性に高率であれ 
DIC検査との比較においても胆石症診断率では超音波
検査がすぐれていた。以上症例とともに報告した。 
35. 胃衝突麗霧の 1倒
木村正幸，荻野幸伸，原 壮
〈清水厚生)
大久保春男(船藩中央) 
71議男註。主訴心寵部痛。入読時現在で擾ァkのため腹
部影請を認めたが一般検査では特に異常を認めなかっ
た。 胃レ隷検査及び内規鏡検査で胃前庭部後壁の Borr 
E型胃癌と診断し胃切除術施行す。射出標本の病理組織
学的挨索で腺癌と組鰐肉腫とが密突している所謂 Kolli-
sionstumorenである事がわかった。欝後 4カ月再発の
ため死亡した。若干の文書士的考察を加えて報告した。 
36.揚間勤蘇関塞症に広範囲揚切除を行った 1治験椀
玩逸主主，曾野支豊，岡田正
相馬光弘 〈県立佐原)
症例は42歳男性。突発性腹部激蒲にて入院，緊急手
衛施仔。涼因誌上競間膜動脈血栓症による腸管壊死で  
Treiz靭帯より 55cmの空腸から上行結腸までに及びそ
の聞の腸管を切除した。傷後 IVH，MCT等の栄養管
理にて治惑退説。しかしながら捕後指化吸収検査では蛋
白質，糖費吸i反は;まぼ正常。脂肪鼓収はかなりの障害を
認めた。 
37.当躍における最近の早期胃癌切除例の検討に
鈴木孝雄，ノト渋智哉， 日浦和明
原田康行，丸尾重荷沙
(船橋中央)
大久保春男(最橋中央・病理)
当院外科における最近 9年間の早期胃癌切除例数は71 
4詩であり，胃癌手術例数の17.2%であった。男女比は 1
対0.58と男に多く平場年齢辻男女共54議であった。来i莞
持主訴は心寵部痛が29.6%と最も多かった。組織型と肉
誤類の関孫では高分化型腺癌は隆起型病変が多く，未分
化型隷癌は陥由型病変が多かった。 ヲンパ節転移は血
多tlではなく， Sm例の16.1%に認められ，長径40mm以
上の Sm例では42.9%の高率に認められた。 
38. ECHO guided PTCにより診器しえた許内結石
の 1治験傍
高議敏信，由紀克，奥出和明
永田松夫 (層保成東〉
症例は65歳男性。主訴は左季肋蔀痛。従来の担道系精
